別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: 防災ヘリコプター運航費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災航空担当　電話番号：058-385-3772
　　　　　　 E-mail：koku1@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：74,122千円（前年度予算額：74,710千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）防災ヘリコプターにかかる航空燃料の購入費
①「若鮎Ⅰ」：飛行時間300時間分

②新機体：飛行時間400時間分

③基地以外の３か所（高山、下呂、中津川）に緊急用としてドラム缶燃料を配備

（２）防災ヘリコプターにかかる航空保険の加入

①機体保険（保険金額：機体の時価相当額）

②第三者・乗客包括賠償責任保険（保険金額：１事故100億円）

③搭乗者損害保険（保険金額：１名につき死亡５千万円、医療日額２万円）

	２　所要経費


（１）航空燃料　(26,976千円)

①「若鮎Ⅰ」：基地分　7,922千円、基地以外分 1,477千円

②新機体：基地分 17,577千円

（２）航空保険　(47,146千円)

①「若鮎Ⅰ」： 4,347千円

②新機体：42,799千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　　　　　　・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


　防災ヘリコプターの機動性を更に活かした消防防災業務を行うには、航空燃料の供給体制の確立が重要である。
燃料供給は防災航空センター(各務原市)を基本としているが、県内３か所〔飛騨エアパーク(高山市)、中津川へリポート(中津川市)、金山場外離着陸場(下呂市)〕にそれぞれドラム缶による燃料備蓄を行っている。さらに、大規模災害時等を想定し、川崎重工業岐阜工場との応援協定の締結や、民間燃料業者による搬送体制についても整備している。
　また、防災ヘリコプターの運航における不測の事態に備えるため、①機体保険、②第三者・乗客包括賠償責任保険、③搭乗者損害保険にそれぞれ加入している。

（１）岐阜県防災航空隊の主な沿革

	平成　６年　１月　１日
	岐阜県防災航空隊発足

	平成　６年　１月１３日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」導入

	平成　６年　４月　１日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」運航開始

	平成　８年１０月３１日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅱ」導入

	平成　９年　４月　１日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅱ」運航開始

	平成１６年　６月　１日
	岐阜大学医学部附属病院と協定を締結

	(平成１７年　４月　１日)
	(ドクターヘリ的運航を正式開始)

	平成２１年　９月１１日
	防災ヘリコプター「若鮎Ⅱ」運航不能

	平成２３年　３月(予定)
	新たな防災ヘリコプターの導入


（２）平成２１年度の緊急運航実績

	活動内容
	若鮎Ⅰ
	若鮎Ⅱ

	
	件数
	飛行時間
	件数
	飛行時間

	火災防ぎょ
	15件
	9時間42分
	5件
	3時間25分

	捜索救助
	31件
	30時間44分
	9件
	7時間30分

	救急搬送
	82件
	54時間48分
	16件
	12時間29分

	災害応急対策
	2件
	3時間29分
	0件
	0時間00分

	広域消防航空応援
	1件
	1時間25分
	1件
	1時間15分

	航空消防相互応援
	1件
	0時間53分
	0件
	0時間00分

	合　計
	132件
	101時間01分
	31件
	24時間39分


	３　これまでの取組に対する評価


防災ヘリコプターの航空燃料の基地以外での備蓄については、特に林野火災など災害現場で長時間活動する際においては有効であり、平成２２年度においても、飛騨方面で発生した林野火災では、飛騨エアパークで燃料補給することにより、長時間にわたり空中消火活動を行うことができた事例がある。

また、防災ヘリコプターの運航において、万一、不測の事態が発生した場合には、①機体の損害をはじめとして、②乗客、第三者への損害に対する賠償責任が生じるほか、③搭乗者の傷害などへの対応が必要となってくる。そのため、航空保険に加入してきた。

＜今後の課題＞

航空燃料については、原油価格の変動に連動して単価が変動することから、原油価格や為替の推移を注意深く観察し、価格の変動に対応する必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	74,710
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	74,710

	要求額
	74,122
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	74,122

	決定額
	74,122
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	74,122


